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IE-4 血液製剤の製造.供給体制

血液製剤の製造.供給体制については-献血者の理解が得られるものであり-かつ-国

内自給の推進が十分に図られるものであることが必要であるoこのため,国は,原料血紫

の配分に係る役剖を明確化するとともに,原料血紫の配分についての考え方の明確化及

び献血の利用に関する情報の公開等の透明性の向上に努めなければならない.

またJh液製剤が善意の無償献血に由来することにかんがみ1血液製剤の製造.供給に

当たっては,不当な利潤追求を認めるべきではないo

なお,上記の考え方を踏まえた具体的な方策については,以下に掲げる4つの意見が

あったo

-塾-塾

液製剤の供給については国の委託を受けた供給組織により-元的に行う方式
とするべき,との意見o

選園製造墓選園製造墓
者に対して血液製剤の製造を委託しl血液製剤を-元的に供給する方式とする
べきlとの意見

c嘉 く31現行の方式を前提としつつ1日本赤十字社の製造能力を超える量の原料血紫

については国の責任において民間製造業者-配分するべき1との意見

D嘉 く4I現行の方式について1 El本赤十字社から民間製造業者に対する原料血奨の配

分に係る国の役割く利用計画.標準的提供価格の提示等1を明確化し,あわせて

配分の決定過程の透明性の向上と配分に当たっての考え方 く製造能力l製造

効率等を勘案lを明確化するべき- との意見

これらの意見について1以下の議論がなされたo

委託製造方式を導入した場合1製造業者の新技術の研究開発等が阻害されるのでは
ないか,との意見

血液製剤の供給組織を-元化する場合,供給組織による血液製剤全般の能率的な供

給業務の運営が可能か1との意見

供給組織を新設する場合,設立主体の間題等の実務上の間題をどのように取り扱う

のか-との意見

日本赤十字杜に原料血紫を優先的に配分することは合理的か,との意見

血液製剤の供給を-元化しない場合1輸入製剤と国内製剤との価格差の存在によ
り,国内自給の推進が阻害されるのではないか1との意見


